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保育者によるカウンセリング・マインドを生かした保護者支援
―保育現場における臨床心理的援助―
The parents support by nursery teacher counseling mind
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１ 管轄 文部科学省 厚生労働省
２ 根拠法令 学校教育法（第１条、第７７条） 児童福祉法（第７条、第３９条）
３ 目的 「幼児を保育し、適当な環境を与えて、その心
身の発達を助言すること」（学校教育法第７７条）
「日々保護者の委託を受けて、保育に欠ける
その乳児又は幼児の保育をすること」（児童
福祉法第３９条）
４ 対象 満３歳から小学校就学の始期に達するまでの幼
児（学校教育法第８０条）
保育に欠ける乳児（１歳未満）、幼児（１歳
から小学校就学の始期まで）
（児童福祉法第４条、第３９条）
市町村の保育に欠ける乳児又は幼児等を保育
する義務がある（児童福祉法第２４条）
５ 設置者 国、地方公共団体、学校法人等（学校教育法第
２乗、第１０２条）設置に当たっては、市町村立
幼稚園の場合は都道府県教育委員会、私立幼稚
園の場合は知事の許可が各々の必要
（学校教育法第４条、１０６条）
地方公共団体、社会福祉法人等
（児童福祉法第３５条）
６ 基準・運営の
基準
学校教育法施行規則第７４条～７７条
幼稚園設置基準（学校教育法第３条）
児童福祉施設最低基準（省令）
（児童福祉法第４５条）
７ 入園・入所の
手続き
就園を希望する保護者と幼稚園設置者の契約に
よる
保育に欠ける乳幼児をもつ保護者が保育所を
選択し、市町村に申し込む
８ 入園・入所及
び退園・退所
の時期
通常は学年の始め（４月）学年の終わり（３月）
である。
満３歳の誕生日から入園できる
保育に欠ける状況が発生したとき
（入所時）保育に欠ける状況が消滅したとき
（退所時）
（年度途中、臨時入退所）
９ 学級編成 同一学年の乳児で学級編成をすることを原則と
する（幼稚園設置基準第４条）
学級編成について特に規定はない
１０ 教育・保育内
容の基準
幼稚園教育要領（文部科学省告示）
（学校教育法第７９条、学校教育法施行規則７６条）
保育所保育指針（通知）
（児童福祉施設最低基準第３５条）
１１ ねらい・内容 幼児の発達の側面から「健康」「人間関係」「環
境」「言葉」「表現」の５領域で示している
・子どもの発達の側面から「健康」「人間関
係」「環境」「言葉」「表現」の５領域と生
命と保持及び情緒の安定にかかわる基礎的
な事項で示している。
・３歳未満児については、基礎的な事項及び
５領域で一括して示している。
１２ 目標 （１）健康、安全で幸福な生活のための基本的
な生活習慣・態度を育て、健全な心身の基礎
を培うようにすること。
（２）人への愛情や信頼感を育て、自立と協同
の態度及び道徳性の芽生えを培うようにする
こと。
（３）自然などの身近な事象への興味や関心を
育て、それらに対する豊かな心情や思考力の
芽生えを培うようにすること。
（４）日常生活の中で言葉への興味た関心を育
て、喜んで話したり、聞いたりする態度や言
葉に対する感覚を養うようにすること。
（５）多様な体験を通じて豊かな感性を育て、
創造性を豊かにするようにすること。
（幼稚園教育要領）
（ア）十分に養護の行き届いた環境の下に、
くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な欲
求を適切に満たし、生命の保育及び情緒の
安定を図ること。
（イ）健康、安全など生活に必要な基本的な
習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を培
うこと。
（ウ）人との関わりの中で、人に対する愛情
と信頼感、そして人権を大切にする心を育
てるとともに、自主、協調の態度を養い、
道徳性の芽生えを培うこと。
（エ）自然や社会の事象についての興味や関
心を育て、それらに対する豊かな心情や思
考力の基礎を培うこと。
（オ）生活の中で、言葉への興味や関心を育
て、喜んだり、聞いたりする態度や豊かな
言葉を養うこと。
（カ）様々な体験を通して、豊かな感性を育
て、創造性の芽生えを培うこと。
（保育所保育指針）
１３ 保護者の負担 設置者の定める入園領、保育領等を納める（家
庭の職特に応じてその一部を減免する就園奨励
事業が行われている）
市町村ごとに家庭の所得等を勘案して設置さ
れた保育料を納める。
１４ 教員・保育士
の資格
幼稚園教諭免許状 専修（大学院修了）、一種
（大学卒）、二種（短大卒など）
（教職員免許法）
保育士資格証明書
（児童福祉法施行規則第１３条）
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